
＜トピックス＞
（事例1）新潟県佐渡市～和太鼓を活用した高齢者の健康づくりと社会参加～
新潟県佐渡市では、大幅な人口減と高齢化により、コミュニティの維持も困難になりつつある中、市
の介護予防教室の1つとして、和太鼓を活用したエクササイズが実施され、高齢者の健康増進や認知症
予防のみならず、社会参加の促進やコミュニティの再活性化といった地域の課題の解決にまちぐるみで
取り組んでいる。

（事例2）愛知県一宮市～次世代へつなぐ「通いの場」への挑戦～
愛知県一宮市では、高齢期になってもいきいきと元気に過ごすための健康づくりをテーマに、地域の
公民館を拠点とした「通いの場（オフライン）」の活動と、コロナ禍をきっかけとした「在宅（オンライ
ン）」の活動を組み合わせて、高齢者の社会参加を図り、次世代型のコミュニティづくりに取り組んでい
る。

（事例3）青森県弘前市～岩木健康増進プロジェクト～
青森県弘前市では、弘前大学が同市岩木地区の住民を対象に毎年実施している大規模健康診断におい
て蓄積されたビッグデータを活用し、生活習慣病・認知症をターゲットとした疾患予防法の研究開発を
行っており、自治体、教育機関、企業などと連携した健康増進プロジェクトを推進している。

（事例4）大阪府～スマートシニアライフ事業～
大阪府では、高齢者の課題の解決や健康寿命の延伸を目的として、自治体の提供する行政サービスと、
金融・保険、IT、医療・薬品、エンターテイメントなど様々な分野の民間企業による高齢者向けサービ
スとを、タブレット端末やLINEアプリなどのデジタル機器を通してワンストップで提供する取組を実
施している。

（事例5）北海道更別村～更別村　SUPER VILLAGE構想～
北海道更別村では、高齢者が100歳世代まで生きがいを持って楽しく過ごせるために必要な基本サー
ビスを目指し、デジタル技術を活用して少子高齢化により薄れた人々のつながりの回復と、村民の健康
の向上を図るとともに、高齢者でも楽しく元気に続けられるスマート農業を実現するための取組を実施
している。

政府としては、各地域の取組を後押しし、生涯にわたって生きがいを感じて健康に暮らせるよう取り
組んでいくことが重要であると考えている。
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